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山
下
栄
市
長
が
、
任
期
満
了
に
よ
り
、
２
月
４
日
で
退
任
い
た
し
ま
し
た
。
平
成
18
年
か

ら
鹿
屋
市
初
代
市
長
と
し
て
１
期
４
年
間
、
新
市
の
一
体
感
醸
成
、
行
財
政
基
盤
の
確
立
な

ど
に
取
り
組
ま
れ
、
鹿
屋
市
の
礎
を
築
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
、
市
長
の
在
任
期
間
を
振
り
返
っ
て
、
平
成
21
年
12
月
鹿
屋
市
議
会
定
例
会
で
の

あ
い
さ
つ
の
一
部
と
鹿
屋
市
の
主
な
歩
み
を
紹
介
し
ま
す
。

　

平
成
18
年
２
月
に
、
新
生
「
鹿

屋
市
」
の
初
代
市
長
に
就
任
し
、

鹿
屋
市
が
、
今
後
、
さ
ら
な
る

発
展
を
遂
げ
る
た
め
の
足
が
か

り
と
な
る
重
要
な
ス
タ
ー
ト
の

時
期
に
、
市
政
の
舵
取
り
役
を

担
当
す
る
こ
と
に
、
従
前
に
も

増
し
て
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感

し
た
こ
と
が
、
思
い
出
さ
れ
ま

す
。

　

新
市
に
お
い
て
、
私
は
、
⑴

新
市
の
一
体
性
を
早
急
に
確
保

し
、
均
衡
あ
る
発
展
を
目
指
す

「
融
合
」、
⑵
厳
し
い
時
代
に
あ
っ

て
も
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
・

向
上
し
て
い
く
た
め
の
行
財
政

改
革
の
断
行
と
、
共
生
・
協
働

の
地
域
づ
く
り
を
実
現
す
る
「
改

革
」、
⑶
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
取

組
の
推
進
に
よ
り
、
10
万
市
民

と
と
も
に
未
来
を
切
り
拓
い
て

い
く
「
前
進
」
の
３
つ
を
柱
と

し
た
市
政
運
営
を
基
本
理
念
と

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

１
つ
目
の
「
融
合
」
に
つ
い

て
は
、
新
市
の
市
民
、
地
域
が

真
に
一
体
と
な
る
こ
と
が
何
よ

り
肝
要
で
あ
る
と
認
識
し
、
ま

ず
も
っ
て
新
市
の
市
政
運
営
の

指
針
と
な
る
「
鹿
屋
市
総
合
計

画
」
を
策
定
す
る
に
当
た
り
、

合
併
協
議
の
中
で
、
県
内
に
先

駆
け
て
設
置
す
る
こ
と
を
決
定

し
た
地
域
自
治
区
、
地
域
協
議

会
の
意
見
等
を
十
分
に
反
映
さ

せ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
旧
３
町
地
域
の
課
題

で
あ
っ
た
、
①
河
川
の
内
水
対

策
で
あ
る
排
水
用
水
中
ポ
ン
プ

設
置
な
ど
の
災
害
対
策
を
講
じ

る
と
と
も
に
、
②
小
中
学
校
の

耐
震
化
や
校
舎
の
増
改
築
、
児

童
・
生
徒
１
人
１
台
体
制
の
パ

ソ
コ
ン
設
置
な
ど
の
教
育
環
境

の
充
実
、
③
市
内
各
地
域
を
連

結
す
る
幹
線
道
路
や
橋
り
ょ
う

等
の
整
備
な
ど
、
市
民
生
活
に

直
結
す
る
事
業
に
重
点
的
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

２
つ
目
の
「
改
革
」
に
つ
い

て
は
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、

効
率
的
・
効
果
的
に
市
民
の
皆

様
の
福
祉
の
増
進
や
地
域
活
性

化
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
は
、

徹
底
し
た
行
財
政
改
革
が
不
可

欠
で
あ
る
と
強
く
認
識
し
て
お

り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
新
市
に

お
き
ま
し
て
も
行
財
政
改
革
推

進
本
部
を
設
置
し
、「
改
革
」
を

断
行
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

新
生
「
鹿
屋
市
」
の

　
　
　
　
　

主
な
歩
み

平
成
18
年

　
　

２
月
・
山
下
栄
初
代
鹿
屋
市
長
就
任 

　
　

３
月
・ 「
指
定
管
理
者
移
行
計
画
」、「
鹿

屋
市
行
政
経
営
改
革
大
綱
」
等

を
策
定

　
　
　
　

・ 

鹿
屋
市
漁
協
に
フ
ィ
ー
レ
加
工

施
設
等
を
設
置

　
　
　
　

・
西
原
バ
イ
パ
ス
開
通

　
　

４
月
・ 

飯
田
機
械
㈱
と
立
地
協
定
を
締

結
（
11
人
雇
用
）

　
　
　
　

・ 「
か
の
や
ば
ら
園
」グ
ラ
ン
ド
オ
ー

プ
ン

　
　

５
月
・
県
内
初
の
地
域
自
治
区
を
設
置

　
　
　
　

・
市
花
・
市
章
・
市
旗
を
決
定

　
　
　
　

・ 「
在
日
米
軍
再
編
に
関
す
る
最
終

報
告
」
を
受
け
、
市
民
総
意
と

し
て
の
断
固
反
対
の
要
望
書
を

国
へ
提
出

　
　

６
月
・ 

鹿
屋
市
行
政
経
営
改
革
推
進
会

議
（
総
括
会
議
）
を
設
置

　
　
　
　

・ 

㈱
ス
リ
ー
ベ
ル
と
立
地
協
定
を

締
結
（
１
２
０
人
雇
用
）

　
　
　
　

・ 

日
本
モ
レ
ッ
ク
ス
㈱
と
立
地
協

定
を
締
結
（
62
人
雇
用
）

　
　
　
　

・ 「
職
員
定
員
適
正
化
計
画
」の
策
定

　
　

７
月
・
子
育
て
支
援
施
設
、
つ
ど
い
の

　
　
　
　
　

広
場
「
ひ
よ
こ
」
を
県
内
で
初

　
　
　
　
　

め
て
開
設

　
　

８
月
・
串
良
川
内
水
対
策
と
し
て
ポ
ン

　
　
　
　
　

プ
設
備
等
を
整
備

　
　

11
月
・
串
良
地
区
、
市
道
星
ヶ
丘
矢
柄

　
　
　
　
　

線
の
整
備
に
着
工

　
　

12
月
・ 「
鹿
屋
市
財
政
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

を
策
定

　
　
　
　

・ 

吾
平
町
、
坂
元
堀
木
田
線
外
３

線
工
事
等
に
着
工

平
成
19
年

　
　

１
月
・ 

大
隅
物
流
事
業
協
同
組
合
と
立

地
協
定
を
締
結
（
25
人
雇
用
）

　
　

３
月
・ 

東
九
州
自
動
車
道
起
工
式
（
鹿

屋
串
良
IC
～
大
隅
IC
間
）

　
　

４
月
・ 
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
輝
北
地

区
に
設
置

　
　
　
　

・ 

吾
平
地
区
農
地
、
水
、
環
境
保

全
対
策
事
業
を
開
始

　
　
　
　

・ 

鹿
屋
市
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
と

鹿
屋
市
中
小
企
業
勤
労
者
福
祉

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　

・
リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や
竣
工

　
　

５
月
・
つ
ど
い
の
広
場
「
り
な
」
開
設

　
　

６
月
・「
鹿
屋
市
東
京
事
務
所
」閉
鎖

　
　

７
月
・ 「
か
の
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

場
」
オ
ー
プ
ン

　
　

９
月
・ 

市
街
地
巡
回
バ
ス
「
か
の
や
く

る
り
ん
バ
ス
」
運
行
開
始

　
　
　
　

・ 

吾
平
町
、
道
園
樋
管
・
川
上
樋

管
排
水
ポ
ン
プ
４
基
を
設
置

　
　

12
月
・ 

東
九
州
自
動
車
道
起
工
式
（
志

布
志
IC
～
鹿
屋
串
良
IC
間
）

平
成
20
年

　
　

１
月
・
行
財
政
改
革
推
進
本
部
を
設
置

　
　

３
月
・ 「
鹿
屋
市
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構

想
」、「
鹿
屋
市
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」

（
水
道
事
業
基
本
計
画
）
を
策
定

　
　
　
　

・
吾
平
地
区
ほ
場
整
備
工
事
完
了

　
　
　
　

・ 

古
江
バ
イ
パ
ス
開
通
（
花
岡
町

～
垂
水
市
新
城
間
）

　
　

４
月
・ 「
鹿
屋
市
総
合
計
画
」、「
鹿
屋
市

公
会
計
制
度
改
革
計
画
」
を
策
定

　
　
　
　

・ 

肝
属
地
区
清
掃
セ
ン
タ
ー
、
き

も
つ
き
苑
等
が
供
用
開
始

２月４日、市職員等に見
送られ市役所を退庁する
山下市長

左／平成 18 年５月　「在
日米軍再編問題に関する
最終報告」を受け、市民
総意としての断固反対の
要望書を国に提出
下／平成 18 年５月　県内
で初の「地域自治区」を
設置し、開催された第１
回地域協議会

平成 18 年４月　日本一の規模を誇れる「かのやばら
園」がグランドオープン（8ha、4 千種、5 万株） 市職員を前に退任のあいさつをする山下市長

��

山
下
栄
鹿
屋
市
長
が
退
任

山
下
栄
鹿
屋
市
長
が
退
任

防衛庁でインタビューを受ける山下市長
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新
生
「
鹿
屋
市
」
の

　
　
　
　
　

主
な
歩
み

体
制
づ
く
り
等
を
推
進
し
、
健

全
財
政
を
維
持
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
「
融
合
」、「
改
革
」

の
取
組
の
も
と
で
、
産
業
振
興

や
都
市
基
盤
の
整
備
、
観
光
・

交
通
等
の
交
流
促
進
な
ど
、
地

域
経
済
の
活
性
化
に
向
け
た
施

策
・
事
業
を
展
開
し
、
地
方
に

と
っ
て
厳
し
い
時
代
に
あ
っ
て

も
、
自
立
し
た
自
治
体
の
形
成

を
推
進
で
き
た
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

以
上
、
こ
れ
ま
で
の
市
政
運

営
と
そ
の
成
果
等
に
つ
い
て
申

し
上
げ
ま
し
た
が
、
今
、
振
り

返
り
ま
す
と
、
吉
ヶ
別
府
産
業

廃
棄
物
処
理
場
問
題
や
、
中
心

市
街
地
再
開
発
問
題
、
米
軍
再

編
問
題
な
ど
に
つ
い
て
、
議
員

の
皆
様
と
熱
く
議
論
を
尽
く
し

た
こ
と
も
懐
か
し
く
、
万
感
胸

に
迫
る
思
い
が
い
た
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
私
が
、
旧
鹿

屋
市
長
、
そ
し
て
新
鹿
屋
市
長

と
し
て
在
任
し
た
15
年
７
か
月

余
り
は
、
鹿
屋
市
に
と
っ
て
激

動
の
時
代
で
あ
っ
た
と
と
も
に
、

こ
の
期
間
に
わ
が
国
の
首
相
も

10
人
を
数
え
る
な
ど
、
国
に
と
っ

て
も
激
変
・
混
迷
し
た
時
代
に

あ
っ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
の
任
期
は
、
２
月
４
日
を

も
っ
て
満
了
と
な
り
ま
す
が
、

今
後
に
お
い
て
も
時
代
潮
流
は
、

め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
、
先
行

き
の
不
透
明
な
状
況
が
続
く
も

の
と
予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
私
は
、
地
方
の
あ
り
方
そ

の
も
の
も
、
大
き
く
転
換
し
て

い
く
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
の
地
方
自
治
体

を
取
り
巻
く
環
境
は
、
①
政
権

交
代
に
伴
い
、
地
域
主
権
と
い

う
新
た
な
地
方
分
権
の
推
進
を

は
じ
め
、
事
業
仕
分
け
の
実
施

等
に
よ
る
、
こ
れ
ま
で
の
制
度
・

政
策
の
大
幅
な
転
換
や
、
②
今

後
、
一
段
と
厳
し
く
な
る
と
予

想
さ
れ
る
地
域
経
済
、
③
そ
し

て
、
何
よ
り
、
市
民
の
価
値
観

が
「
も
の
」
の
豊
か
さ
か
ら
「
こ

こ
ろ
」
の
豊
か
さ
に
移
行
し
て

い
る
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
ま
す

と
、
非
常
に
不
透
明
な
状
況
に

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
引

き
続
き
本
市
の
抱
え
る
課
題
に

的
確
に
対
応
す
る
た
め
に
、
市

民
の
皆
様
と
行
政
が
、
新
た
な

市
長
の
も
と
で
一
丸
と
な
っ
て
、

鹿
屋
市
総
合
計
画
に
基
づ
く
諸

施
策
を
推
進
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
、
必
ず
や
、
鹿
屋
市
が
大
隅

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
都
市
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
「
時
代
に
合

平
成
20
年

　
　

４
月
・ 

消
防
署
輝
北
分
署
を
大
隅
肝
属

地
区
消
防
組
合
へ
移
管

　
　
　
　

・ 

鹿
屋
体
育
大
学
か
ら
４
人
の
北

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
が
誕
生

　
　

５
月
・ 

学
校
給
食
共
同
調
理
場
整
備
実

施
計
画
を
策
定

　
　
　
　

・ 

㈱
理
喜
と
立
地
協
定
を
締
結

（
50
人
雇
用
）

　
　

６
月
・ 

日
本
モ
レ
ッ
ク
ス
㈱
と
立
地
協

定
を
締
結
（
１
０
０
人
雇
用
）

　
　

７
月
・ 

輝
北
町
ご
み
処
分
場
閉
鎖
事
業

に
着
手

　
　

８
月
・ 「
学
校
施
設
耐
震
化
促
進
計
画
」

を
策
定
・
事
業
開
始
（
～
平
成

28
年
）

　
　

９
月
・ 「
学
校
規
模
適
正
化（
学
校
再
編
）

方
針
」
を
策
定

　
　
　
　

・ 

吾
平
地
区
鶴
峰
下
ほ
場
整
備
工

事
に
着
工

　
　

10
月
・ 「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
鹿
児
島

２
０
０
８
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
交
流
大
会
」
を
開
催

　
　
　
　

・
曽
於
南
部
畑
地
か
ん
が
い
通
水

　
　

11
月
・
事
務
事
業
仕
分
け
を
実
施

　
　

12
月
・ 「
鹿
屋
市
公
有
財
産
整
理
方
針
」

を
策
定

平
成
21
年

　
　

３
月
・ 「
か
の
や
男
女
共
同
参
画
プ
ラ

ン
」、「
鹿
屋
市
高
齢
者
保
健
福

祉
計
画
」
等
を
策
定

　
　
　
　

・ 

串
良
町
下
小
原
配
水
機
場
の
機

能
向
上
対
策
を
実
施

　
　
　
　

・ 

古
江
バ
イ
パ
ス
起
工
式
（
古
里

～
花
岡
間
）

　
　
　
　

・
地
域
サ
ポ
ー
ト
職
員
を
発
足

　
　

３
月
・ 

市
成
地
区
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
・

ゼ
ロ
地
域
解
消
事
業
を
整
備

　
　

４
月
・
商
工
観
光
部
を
設
置

　
　
　
　

・
大
隅
肝
属
広
域
事
務
組
合
を
発
足

　
　
　
　

・ 
旧
１
市
３
町
統
合
に
よ
る
町
内

会
連
絡
協
議
会
を
発
足

　
　
　
　

・ 

串
良
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内
に

つ
ど
い
の
広
場
「
ふ
れ
あ
い
」

を
移
設

　
　

５
月
・ 

ハ
ン
セ
ン
病
市
民
学
会
第
５
回

総
会
、
交
流
集
会
を
鹿
屋
市
で

初
開
催

　
　
　
　

・ 

携
帯
電
話
を
使
用
し
た
、
各
種

手
続
の
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
の

運
用
を
開
始　
（
県
内
初
）

　
　
　
　

・ 

旧
１
市
３
町
で
構
成
す
る
「
関

西
鹿
屋
会
」
を
設
立

　
　

７
月
・ 

皆
既
日
食
に
あ
わ
せ
、
輝
北
天

球
館
の
整
備
と
観
測
イ
ベ
ン
ト

「
輝
北
天
体
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
９

in
か
の
や
」
を
開
催

　
　

８
月
・ 

輝
北
ダ
ム
移
転
記
念
公
園
の
整

備
に
着
手

　
　

９
月
・
串
良
総
合
支
所
を
移
転

　
　

10
月
・ 

大
隅
地
域
の
２
市
５
町
と
「
大

隅
定
住
自
立
圏
の
形
成
に
関
す

る
協
定
書
」
を
締
結

　
　

11
月
・ 

リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や
に
バ
ス
待

合
所
設
置

　
　

12
月
・ 

鹿
児
島
中
央
駅
か
ら
鹿
屋
間
の

直
行
バ
ス
の
運
行
開
始

　
　
　
　

・ 

桜
ヶ
丘
住
宅
の
建
替
え
、
吾
平

総
合
支
所
庁
舎
耐
震
及
び
改
修

工
事
が
完
了

　
　
　
　

・ 「
鹿
屋
市
教
育
振
興
基
本
計
画
」、

「
鹿
屋
市
市
民
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計

画
」、「
鹿
屋
市
生
涯
学
習
基
本

構
想
」
を
策
定

　

具
体
的
に
は
、
①
指
定
管
理

者
制
度
の
導
入
や
職
員
定
数
・

給
与
・
諸
手
当
の
適
正
化
を
進

め
た
ほ
か
、
②
事
業
仕
分
け
等

に
よ
る
大
型
事
業
を
は
じ
め
と

す
る
事
務
事
業
の
徹
底
し
た
検

証
・
見
直
し
、
③
第
２
次
・
第

３
次
産
業
を
戦
略
的
に
振
興
す

る
た
め
の
商
工
観
光
部
の
設
置

な
ど
、
時
代
に
見
合
っ
た
組
織

致
し
た
足
腰
の
強
い
自
立
し
た

自
治
体
」
を
形
成
で
き
る
も
の

と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
私
が

市
長
と
し
て
在
任
し
た
お
よ
そ

４
期
16
年
間
、
職
員
時
代
を
含

め
ま
す
と
、
48
年
間
の
市
役
所

生
活
を
全
う
で
き
ま
し
た
こ
と

は
、
市
民
の
皆
様
の
心
か
ら
の

温
か
い
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
と
、
改
め
て
、
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
の
鹿
屋
市
の
一
層
の
発

展
と
、
皆
様
の
御
多
幸
を
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
多
年
に
わ
た
る
皆
様
の

御
厚
情
に
対
し
、
深し
ん

甚じ
ん

な
る
感

謝
の
意
を
表
し
、
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

　

長
年
に
わ
た
り
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

右／平成 20 年４月　きも
つき苑（火葬場）が供用開
始
左 ／ 平 成 19 年 12 月　 東
九州自動車道起工式（志
布 志 IC 〜 鹿 屋 串 良 IC 間、
L=19.2km）、東九州自動車
道の地域内全区間の工事が
着工

右／平成 21 年４月　大
隅肝属広域事務組合を発
足
下 ／ 平 成 21 年 12 月　
鹿児島中央駅から鹿屋間
を結ぶ直行バス第１便の
乗客に記念品を手渡す山
下市長

平成 19 年７月　日本一の規模を誇る「かの
やｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ･ｺﾞﾙﾌ場」がｵｰﾌﾟﾝ

平成 20 年 10 月　ねんりんピック鹿児島 2008
ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ･ｺﾞﾙﾌ交流大会を開催

平成 19 年４月　鹿屋市産業支援センターと鹿屋市
中小企業勤労者福祉サービスセンターをオープン

平成 19 年４月　市民交流センターと商業施設から
なる「リナシティかのや」が竣工

平成 20 年４月　鹿屋体育大学から４人の北京オリン
ピック選手が誕生

平成 18 年６月　㈱スリーベルと立地協定を締結
（120 人雇用）下／平成 20 年３月　国道 220 号古江バイパスが開通（花岡町〜垂水市新城間、

L=3.9km）

平成 19 年９月　市街地巡回バス「かのやくるりん
バス」の運行を開始

�� KANOYA  CITY
PUBLIC  RELATIONSかのや
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20 YEARS OLD

吉
國
正
太
さ
ん
（
天
神
町
）
と

吉
岡
あ
ゆ
み
さ
ん（
笠
之
原
町
）

が
、「
厳
し
い
状
況
に
あ
る
今

日
の
社
会
に
あ
っ
て
も
積
極
的

に
行
動
し
社
会
に
貢
献
で
き
る

大
人
に
な
り
た
い
と
思
い
ま

す
」「
ど
こ
に
あ
っ
て
も
ふ
る

さ
と
鹿
屋
を
愛
す
る
気
持
ち
を

持
ち
続
け
、
こ
れ
か
ら
の
道
を

歩
ん
で
い
き
ま
す
」
な
ど
、
新

成
人
と
し
て
の
決
意
を
述
べ
ま

し
た
。

　

式
典
終
了
後
は
、
昨
年
再
結

成
さ
れ
た
鹿
屋
市
青
年
団
協
議

会
の
代
表
者
が
登
壇
し
、
青
年

団
活
動
の
紹
介
を
行
っ
た
ほ

か
、
新
成
人
に
対
し
て
共
に
よ

り
よ
い
地
域
社
会
を
創
造
し
て

い
こ
う
と
エ
ー
ル
を
贈
り
成
人

式
に
華
を
添
え
ま
し
た
。ま
た
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
お
楽
し

み
抽
選
会
が
行
わ
れ
、
会
場
は

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

全
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
後

に
は
、
会
場
周
辺
の
い
た
る
所

で
、
久
し
ぶ
り
に
会
う
仲
間
と

記
念
写
真
を
撮
る
姿
や
時
間
を

惜
し
ん
で
語
り
合
う
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
社
会
教
育
課

　

☎
０
９
９
４-

31-

１
１
３
８

▲成人式実行委員会委員の皆さん

　新成人が生まれた当時の
                  主な出来事
　　　1989 年（平成元年）４月２日
　　　　      ～ 1990 年（平成２年）４月１日
６  月　宇野内閣発足 
　　　  浜田海水浴場にコイワシクジラが出現
８  月　海部内閣発足
９  月　横浜ベイブリッジ開通
11 月   ベルリンの壁崩壊 
12 月　郷之原トンネルが貫通
　　　  冷戦の終結を宣言（マルタ会談）
       　  東証の日経平均株価が大納会で史上最高値の  
             38,915 円 87 銭を記録。これを最後に 1990 年
             の大発会から株価は下落へ転じ、バブル景気は
             崩壊へ 
1  月　 鹿屋バイパス開通（大浦－郷之原間）
2  月　 肝属川鹿屋分水路トンネル貫通（新川－王子間）
3  月　 ミハイル・ゴルバチョフがソビエト連邦初代大統

領就任 

成人、おめでとう

今
年
は
、
初
め
て
全
て
の

参
加
者
が
平
成
生
ま
れ

と
い
う
節
目
の
成
人
式
。

　

当
日
は
、
穏
や
か
な
陽
気
と

天
候
に
恵
ま
れ
、
会
場
は
振
り

そ
で
、
ス
ー
ツ
、
羽
織
は
か
ま

な
ど
の
正
装
に
身
を
包
ん
だ
新

成
人
で
華
や
か
な
雰
囲
気
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
８
月
、
新
成
人
を
中
心

に
13
人
で
成
人
式
実
行
委
員
会

を
設
立
。
心
に
残
る
成
人
式
に

す
る
た
め
に
10
回
以
上
の
会
議

を
重
ね
、
企
画
や
準
備
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

　

式
典
前
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

で
は
、「
思
い
出
の
ア
ル
バ
ム
」

と
題
し
、
市
内
全
て
の
中
学
校

の
卒
業
ア
ル
バ
ム
か
ら
画
像
を

選
び
、
思
い
出
の
場
面
を
綴
っ

た
実
行
委
員
の
手
づ
く
り
の
映

像
が
上
映
さ
れ
、
会
場
の
大
型

ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
る

懐
か
し
い
映
像
に
、
笑
い
や
歓

声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
市
長
式
辞
と
市

議
会
議
長
の
祝
辞
の
後
、
山
下

市
長
か
ら
新
成
人
を
代
表
し
て

四
元
未
央
さ
ん
（
串
良
町
下
小

原
）
に
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
、

新
成
人
誓
い
の
こ
と
ば
で
は
、

　

１
月
10
日
、
鹿
屋
市
文
化
会
館
で
「
平
成
22
年
鹿
屋
市
成
人
式
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

新
成
人
の
代
表
２
人
が
「
新
成
人
誓
い
の
こ
と
ば
」
を
述
べ
、
会
場
を
訪

れ
た
９
７
０
人
の
新
成
人
が
大
人
と
し
て
の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

▲ 新成人誓いのことば

こ
こ
か
ら

　

新
た
な　

 　

へ
出
発

「

道
」

20th anniversary
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表②　鹿屋市教育委員会臨時職員の職種及び募集人員等
職　種 募集

人員 賃金月額 免許・経験等 主な仕事内容

学校用務員 若干名 140,000 円 普通自動車免許、学校内の環境整備などに関心のある人 市内小中学校内の環境整備、印刷製本業
務、文書送達など

学校給食調理員 若干名 140,000 円 調理師資格を有する人又は学校給食調理業務経験者が望
ましい

市内小中学校（自校式）等の給食調理業
務

母性看護学
専任教員 ＊1 １人

191,600 円
～

344,600 円

普通自動車免許、助産師免許、５年以上の臨床経験があ
る人で、看護教員養成講習会修了者又は教育に関する科
目を４単位以上取得（見込）している大学卒業（見込）
者

母性看護学講義・実習指導、その他専任
教員に準じること

老年看護学
専任教員 ＊2 １人

191,600 円
～

344,600 円

普通自動車免許、看護師免許、５年以上の臨床経験があ
る人で、看護教員養成講習会修了者又は教育に関する科
目を４単位以上取得（見込）している大学卒業（見込）
者

２学年担任、老年看護学講義・実習指導、
その他専任教員に準じること

実習指導教員 ＊3 １人
191,600 円

～
236,100 円

普通自動車免許、看護師免許、５年以上の臨床経験があ
る人で、実習指導者講習会修了者

実習指導、試験対策、その他専任教員に
準じること

教育相談員 １人 145,000 円 青少年教育等の専門知識を有する人（教育相談の研修を
受けた人が望ましい）

青少年及び保護者を対象にした教育相談
業務など

青少年育成
指導員 １人 145,000 円 普通自動車免許、青少年の健全育成に関心があり街頭指

導などができる人

青色回転灯を装備した「あおぞら号」に
よる青少年への昼間・夜間の巡回指導な
ど

地区学習センタ－
館長 ３人 158,400 円 社会教育指導主事又は社会教育行政等の専門知識を有す

る人（防火管理者資格を有することが望ましい）

センターの管理運営、社会教育事業等の
企画運営、各中学校区における地域づく
りへの助言・指導など

地区学習センター
一般事務嘱託員 ２人 110,000 円 普通自動車免許、パソコン操作ができる人 市民講座等の企画・運営、社会教育事業

や青少年活動等の指導・助言など

吾平学校給食
センタ－運転手 １人 154,700 円 普通自動車免許、給食調理業務経験者が望ましい 給食の小・中学校への配送業務、給食調

理業務の補助など

※学校給食調理員及び吾平学校給食センター運転手は、７月 31日まで（４か月間）の雇用となります。（社会保険に加入）

教育委員会パート職員（事務補助員）を募集
●学校用務パート職員を募集します（募集人員：1 人）
　勤務先：市内小中学校　仕事内容：市内小中学校の環境整備、印刷製本業務など　賃金：日額 5,400 円　勤務日：週５日勤務
●教育長秘書を募集します（募集人員：１人）
　勤務先：本庁　仕事内容：教育長秘書、事務補助など　賃金：日額 5,400 円　勤務日：週５日勤務
●学校巡回司書を募集します（募集人員：若干名）
　勤務先：市内小中学校　仕事内容：小中学校図書室の図書整理等　賃金：日額 5,400 円　勤務日：週５日勤務
●地区学習センタ－休日管理人を募集します（募集人員：２人）
　勤務先：高須・東地区学習センター　仕事内容：休日の施設管理業務　賃金：日額 6,200 円　勤務日：土・日・祝祭日のみ
●地区学習センター夜間管理人を募集します（募集人員：５人）
　勤務先：田崎・西原・東地区学習センター　仕事内容：各学習センターの夜間（17:00 ～ 22:00）の施設管理業務
　賃金：時間給 730 円　勤務体制：２人交替制
●学校給食代替職員を随時募集しています
　勤務先：市内小中学校・学校給食センター　賃金：日額 5,800 円　勤務日：月 10 日程度
※市販の履歴書に写真を貼って、3 月 5 日（金）までに市教育総務課へ直接持参又は郵送してください。

【問い合わせ・応募先】〒 893-8501 鹿屋市共栄町 20 番 1 号　市教育総務課（６階）☎ 0994-31-1136

指導員・相談員・支援員・講師を募集
●マイフレンド指導員・相談員を募集します（募集人員：若干名）
　応募資格：小・中学校及び高等学校のいずれかの教員資格を有する人又は同等の経験及び知識を有すると認められる人など
　業務内容：指導員＝適応指導教室の運営、不登校児童生徒の自立支援など　相談員＝学校での児童生徒の教育相談など
　勤務日数：指導員＝週２日　相談員＝週４日　報償費：時給９５０円
　応募方法： 市販の履歴書に記入のうえ、作文（市販の４００字詰め原稿用紙２枚程度で、課題は「いじめ・不登校問題に対

するわたしの考え」）を添えて直接持参又は郵送してください。
●特別支援教育支援員を募集します（募集人員：若干名）
　応募資格：学校関係・福祉関係等の勤務経験者が望ましい　勤務日数：週５日
　業務内容：小・中学校に在籍する障害のある児童生徒の学校生活上の介助（排せつの援助等）や学習活動上の支援など
　報酬：月額 145,000 円　応募方法：市販の履歴書に記入のうえ、直接持参又は郵送してください。
●英語指導講師を募集します（募集人員：若干名）
　応募資格：小学校教員免許状又は中学校（高等学校）教員免許状（英語）等、若しくはそれに準ずるものを有する人など
　業務内容：学級担任とのティーム・ティーチングを中心とした英語科の学習指導など
　勤務時間：１日７時間 45 分、週 38 時間 45 分　報酬：月額 237,000 円
　応募方法：市販の履歴書に記入のうえ、教員免許状又はそれに準ずるものの写しを添えて直接持参又は郵送してください。
※市販の履歴書に必要書類を添えて、2 月 22 日（月）～３月４日（木）までに市学校教育課へ直接持参又は郵送してください。

【問い合わせ・応募先】〒 893-8501　鹿屋市共栄町 20 番１号　市学校教育課（６階）☎ 0994-31-1137

        鹿屋市臨時職員及び鹿屋市教育　  委員会臨時職員を募集します

パート職員（事務補助員）の雇用について
　事務補助員（本庁、各総合支所）への応募は、随時受け付けています。希望する人は、市販の履歴書に写真を貼ってご応募
ください。
障がい者の雇用について
　下記の要件に該当し、雇用を希望する人は、随時応募を受け付けていますので、市販の履歴書に写真を貼ってご応募ください。
　⑴ 身体障害者手帳、精神障害者手帳及び療育手帳の交付を受けている人
　⑵ 介護者なしに職務遂行が可能な人
　⑶ 通常の勤務時間（原則として１日７時間勤務、月 15 日出勤）の勤務が可能な人

【問い合わせ・応募先】〒 893-8501 鹿屋市共栄町 20 番 1 号　市総務課人事研修班（３階）☎ 0994-31-1127

表①　鹿屋市臨時職員の職種及び募集人員等
職　種 募集

人員 賃金月額 免許・経験等 主な仕事内容

電話交換手 １人 158,400 円 オペレーター業務に意欲のある人 市役所本庁舎の電話交換業務
消防業務嘱託員 １人 154,700 円 普通自動車免許、パソコン操作ができる人 消防自動車、消防施設等の管理業務

公用自動車運転手 １人 154,700 円 大型自動車免許（大型マイクロバス運転経
験が 1 年以上）

公用車（普通車・マイクロバス等）の運転業務、
車両管理業務

不法投棄パトロール員 １人 145,000 円 普通自動車免許 不法投棄パトロール、不法投棄の撤去など

排水施設管理員 １人 154,700 円 普通自動車免許 浄化施設本体の運転確認、取水施設の点検・清掃・
堆積物の除去など

交通安全専門指導員 １人 154,700 円 普通自動車免許 交通安全教室等の交通指導、国民年金免除指導
サービスコーナー
窓口受付業務嘱託員 ４人 145,000 円 窓口業務に意欲のある人 住民票・印鑑登録証明及び戸籍謄抄本の交付、税

務に関する諸証明の発行など
市成出張所
窓口受付業務嘱託員 １人 145,000 円 窓口業務に意欲のある人 住民票・印鑑登録証明及び戸籍謄抄本の交付、税

務に関する諸証明の発行など
運転士及び施設等管理
嘱託員 １人 154,700 円 普通自動車免許 機能訓練教室参加者の送迎車運転、施設・公用車

管理業務
保健師・理学療法士・
作業療法士・看護師・
健康運動指導士

10 人 176,200 円
普通自動車免許、保健師・理学療法士・作
業療法士・看護師・健康運動指導士のいず
れかの免許を有する人

保健指導全般、機能訓練教室での運動指導、高齢
者介護予防事業

あ ん し ん 地 域 ネ ッ ト
ワーク相談員 ２人 176,200 円 普通自動車免許、保健師免許又は看護師免

許 訪問指導、相談業務

社会福祉士 １人 176,200 円 普通自動車免許、社会福祉士資格 高齢者の権利擁護に関する相談業務

肉用牛経営指導員 １人 180,000 円 普通自動車免許、畜産指導員の経験を有す
る人

飼養管理指導、経営指導、畜産指導のための事務
補助

地籍調査補助員 １人 130,000 円 普通自動車免許、パソコン操作ができる人 現地での一筆地調査補助、地籍調査に係る事務処
理など

公園管理作業員 ２人 154,700 円 普通自動車免許 公園清掃除草、剪定伐採作業  ※土・日・祝日勤務あり

ゴーカート等整備士 １人 175,000 円 普通自動車免許、三級自動車整備士免許、
危険物取扱者免許

ゴーカート及びバッテリーカーの整備、芝刈機・
草刈機等の整備、施設の安全点検・維持管理業務
※土・日・祝日勤務あり

霧島ヶ丘公園
管理事務所事務員 １人 130,000 円 普通自動車免許、パソコン操作ができる人 管理事務所の一般事務及び維持管理補助

※土・日・祝日勤務あり

道路維持作業運転手 若干名 161,000 円
大型自動車免許・大型特殊自動車免許・車
両系建設機械運転技術講習終了証を有する
人、運転業務経験者

ダンプトラック・小型ショベル等の運転業務及び
道路維持管理作業

道路作業員 若干名 169,000 円 土木作業及び刈払機・チェンソーによる作
業経験者

道路の舗装・除草伐採及びチェンソーによる倒木
除去等の道路維持管理業務

住宅使用料徴収事務員 １人 154,700 円 普通自動車免許 市営住宅の家賃納入催告、徴収事務

建築確認事務受付員 １人 130,000 円 パソコン操作ができる人 建築確認申請等の受理時の審査、手数料徴収、台
帳整理、書類受理後のパソコン入力作業など

水道施設管理員 ２人 154,700 円 普通自動車免許、小型車両系建設機械運転
修了証以上の免許 柳浄水場外施設維持管理

総合窓口
フロアガイド １人 145,000 円 市民対応・案内業務に意欲のある人 総合窓口フロアでの市民対応、証明書等の受付・

発行事務、各課業務案内など

区　分 鹿屋市臨時職員（表①の職種） 鹿屋市教育委員会臨時職員（表②の職種）

問い合わせ
応　募　先

〒 893-8501 鹿屋市共栄町 20 番１号
市総務課人事研修班（３階）
☎ 0994-31-1127

〒 893-8501 鹿屋市共栄町 20 番１号
市教育委員会教育総務課調整班（６階）
☎ 0994-31-1136

受 付 期 間 ２月 22 日（月）～３月５日（金）※郵送必着

応 募 方 法 市販の履歴書に写真を貼って、左上空欄に希望職種を記入のうえ、上記申込先まで直接持参又は郵送してください。
※複数の職種に応募することはできません。

選 考 方 法

面接により選考します。
※ただし、看護専門学校教員（＊1、＊2、＊3）については、専門分野の筆記試験及び面接により選考します。
○日時　３月 11 日（木）～ 15 日（月）※応募受付時に、面接の詳細日時をご案内します。
○場所　市役所７階大会議室

雇用期間及
び加入保険

平成 22 年４月１日～平成 23 年３月 31 日（社会保険、雇用保険に加入）
※その他の勤務条件等は、面接時に詳細を説明します。

　　　　　　　　　　　  

失業中の人を対象とした緊急雇用対策臨時職員の募集を「広報かのやお知らせ版 2 月 26 日号」に掲載しますので、併せて
ご覧ください。
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②退職手当

区　　分
鹿屋市 国

自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年
勤続 20 年 23.50 月分 32.76 月分 23.50 月分 30.55 月分
勤続 25 年 33.50 月分 41.34 月分 33.50 月分 41.34 月分
勤続 35 年 47.50 月分 59.28 月分 47.50 月分 59.28 月分
最高限度額 59.28 月分 59.28 月分 59.28 月分 59.28 月分

その他の加算措置 定年前早期退職特例措置 定年前早期退職特例措置

（平成 21 年４月１日現在）

※退職手当の一人当たり平均支給額は 25,143 千円で、前年度に退職した全職種に係る職員に支給した額の平均です。

③特殊勤務手当 （平成 20 年度実績）

支給実績 5,150 千円
支給職員一人当たりの平均支給年額 51,496 円

職員全体に占める手当支給職員の割合 15.1％
手当の種類（手当数） 16

手当の名称

収納事務従事手当、防疫作業従事手当、有毒薬品等取扱手当、社会福祉事業
従事手当、行旅病人取扱手当、保健師等手当、死体処理作業手当、用地交渉
手当、し尿処理施設等勤務手当、特殊自動車運転作業手当、鳴之尾牧場勤務
手当、薬剤散布手当、地籍調査業務従事手当、へい死動物処理従事手当、簡
易水道緊急業務手当、簡易水道停水処分手当

④時間外勤務手当 （平成 20 年度実績）

支給実績 132,035 千円
支給職員一人当たり平均支給年額 283 千円

⑤その他の手当 （平成 20 年度実績）

手当名 内容及び支給単価 国の制度と
異なる内容 支給実績

支給職員一
人当たり平
均支給年額

扶養手当

○配偶者　　　　　　　＝ 13,000 円
○配偶者以外　　　　　＝一人につき 6,500 円
　※配偶者がない場合　＝そのうち一人は 11,000 円
　※満 16 歳の年度初めから満 22 歳の年度末までの
　　子がいる場合　　　＝一人につき 5,000 円加算

― 160,616 千円 259,896 円

住居手当 ○貸家・貸間居住者　　＝最高限度額 27,000 円
○本人名義の自宅　　　＝ 3,000 円

持家居住者への支給
額等 84,857 千円 122,626 円

通勤手当
○交通機関利用者　　　＝運賃相当額（最高 55,000 円）
○交通用具利用者
　　　　　＝片道２㎞以上 4,000 円から最高 23,100 円

交通用具利用者の距
離区分 64,854 千円 85,900 円

７　特別職の報酬等の状況
（平成 22 年１月１日現在）

区分 給料月額等 類似団体における最高／最低額

給料
市　長 900,000 円 1,080,000 円／ 677,600 円
副市長 700,000 円 840,000 円／ 611,200 円

報酬
議　長 450,000 円 623,000 円／ 431,000 円
副議長 396,000 円 538,000 円／ 369,000 円
議　員 370,000 円 490,000 円／ 339,000 円

期末手当
市長・副市長 3.10 月分（平成 21 年度支給月数）

議長・副議長・議員 3.10 月分（平成 21 年度支給月数）

退職手当
市　長 退職時の給料月額×在職月数× 0.4　　　 任期満了時（任期毎）
副市長 退職時の給料月額×在職月数× 0.3　　　 任期満了時（任期毎）
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鹿屋市職員の給与等
　　　についてお知らせします
　鹿屋市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づき、鹿屋市職員の給与等を公表します。
　市職員の給与は、国及び他の地方公共団体の給与等を考慮して、市議会で議決され条例で定められて
います。
　【問い合わせ】市総務課　☎ 0994-31-1127

１　人件費の状況（普通会計決算）

年　　度
住民基本
台帳人口

（平成 20 年度末）
歳　出　額

Ａ 実質収支 人　件　費
Ｂ

人件費率
Ｂ／Ａ

平成 20 年度 105,354 人 37,707,448 千円 1,249,617 千円 7,833,093 千円 20.8％
※人件費の主なもの
　職員の給料・手当・地方公務員等共済負担金、特別職及び議員の給料・報酬・手当・災害補償費

２　職員給与費の状況（普通会計決算）

年　　度 職員数
Ａ

給　　　与　　　費 一人当たり
給与費
Ｂ／Ａ給料 職員手当 期末・

勤勉手当 計Ｂ

平成 20 年度 938 人 3,705,055 千円 537,083 千円 1,580,424 千円 5,822,562 千円 6,207 千円
※職員手当に退職手当は含まれません。

３　職員の平均年齢及び平均給料月額の状況

区　分 一般行政職 技能労務職
平均年齢 平均給料月額 平均年齢 平均給料月額

国 41.1 歳 325,113 円 48.9 歳 284,679 円
類似団体 43.8 歳 343,153 円 47.3 歳 322,887 円
鹿屋市 43.1 歳 335,600 円 47.7 歳 344,800 円

※ 「類似団体」とは、全国の市町村を「人口」と「産業構造」を
基に類型化したものです。

※「平均給料月額」とは、各職種ごとの職員の基本給の平均です。
※国及び類似団体の数値は、公表された直近の数値です。

４　職員の初任給の状況

区　分
鹿屋市 国
初任給

（２年後）
初任給

（２年後）

一般行政職
大学卒 140,100 円

（177,300 円）
172,200 円

（184,200 円）

高校卒 140,100 円
（148,500 円）

140,100 円
（148,500 円）

５　一般行政職の級別職員数の状況

（平成 21 年４月１日現在） （平成 21 年４月１日現在）

区分 標準的な職務内容 職員数 構成比
１級 主事、技師、主事補、技師補   47 人   7.2％
２級 主事、技師   76 人 11.6％
３級 主任、主事、技師   99 人 15.1％
４級 主査、主任 175 人 26.7％
５級 課長補佐級、主査 189 人 28.9％
６級 課長級   58 人   8.9％
７級 部長級   11 人   1.6％

（平成 21 年４月１日現在）

６　職員の手当の状況
（平成 21 年度支給月数）①期末手当・勤勉手当

鹿屋市 国
期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当
2.75 月分 1.40 月分 2.75 月分 1.40 月分

〈加算措置の状況〉
職制上の段階、職務の級等による加算措置
　○役職加算　　　５～ 15％

〈加算措置の状況〉
職制上の段階、職務の級等による加算措置
　○役職加算　　　５～ 15％
　○管理職加算　  10 ～ 25％
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　新型インフルエンザのワクチン接種については、２月１日以降、全ての市民の
皆さんがワクチン接種を受けられるようになりました。
　接種を希望する人は、医療機関への予約と予診票が必要になります。予診票は、
市健康増進課（市保健相談センター）で発行しますので、お問い合わせください。
なお、医療機関への予約は、接種できる医療機関へ各個人でお問い合わせください。
　接種できる医療機関については市ホームページをご覧いただくか、お問い合わ
せください。
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新
型
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ワ
ク
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ン
の
接
種
に
つ
い
て

全ての市民の皆さんがワクチン接種を受けられるようになりました

対象者 接種
回数

接種を受ける際に
必要な書類

12 歳以下の人 ２回 「予診票」
と

「各種健康保険被保険者証」、「運転免許証」、「住
民票」、「母子健康手帳」、「学生証」のいずれか13 歳以上の人

１回
※１

※１　�13 歳以上の人で、基礎疾患を有し、著しく免疫反応が抑制されている人は、
医師の判断により２回接種できます

ワクチンの接種回数等

回数 接種費用

生活保護世帯及び
市民税非課税世帯 市民税課税世帯

助成額 自己負担額 助成額 自己負担額

１回目 3,600 円 全額 なし 2,000 円 1,600 円

２回目 2,550 円 全額 なし 1,000 円 1,550 円

２回目を１回目と異なる
医療機関で接種した場合

3,600 円 全額 なし 1,000 円 2,600 円

　市では全ての市民の皆さんを対象に以下の内容で助成を行います。助成の対象
となるのは、３月 31日までに接種を行った人となりますのでご注意ください。

ワクチンの接種費用と助成額

鹿屋市・東串良町・肝付町以外の受託医療機関で接種する場合は
払い戻しを行います

８　部門別職員数の状況 （各年４月１日現在）

職　員　数
増減数

平成 20 年度 平成 21 年度

一 般 行 政
部　　 門

議　 会 8 8 0

総　 務 189 181 △ 8

税　 務 61 63 2

民　 生 97 93 △ 4

衛　 生 70 67 △ 3

労　 働 5 4 △ 1

農林水産 116 106 △ 10

商　 工 14 24 10

土　 木 96 84 △ 12

小　 計 656 630 △ 26

特 別 行 政
部　　 門

教　 育 240 228 △ 12

小　 計 240 228 △ 12

公営企業等
会 計 部 門

水　 道 45 45 0

下 水 道 15 14 △ 1

そ の 他 34 31 △ 3

小　 計 94 90 △ 4

合　　　計 990
（995）

948
（958） △ 42

区　分

部　門

12　職員の研修の状況

９　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
勤務時間 午前８時 30 分～午後５時 15 分
休憩時間 午後０時 15 分～午後１時

休息時間 午後０時～午後０時 15 分
午後 5 時～午後５時 15 分

10　職員の服務の状況
年次有給休暇平均取得日数
※１年に付き 20 日間付与 11.7 日

介　護　休　暇 0 人

育　児　休　暇 14 人

11　職員の分限及び懲戒処分の状況
①分限処分の状況

年度 免職 降任 降級 休職 合計
平成 20 年度 0 人 0 人 0 人 5 人 5 人

②懲戒処分の状況
年度 免職 停職 減給 戒告 合計

平成 20 年度 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人

階
層
別
研
修

新規採用職員研修
一般職員基礎（初級研修）
※採用後４年
一般職員（中級研修）
※採用後７年
主査・主任研修
※主査等・採用後 12 年以上
新任係長研修
新任補佐級研修
新任課長級研修

市
独
自
研
修

行政実務講座
※庶務事務担当者等
接遇研修
※採用後２年
中堅職員研修
※主任級職員
係長研修
※係長級職員
評価者研修
※勤務評定者
行政経営改革研修
※課長級職員

専
門
研
修
等

政策形成能力向上研修
行政法研修
プレゼンテーション研修
住民満足度向上研修
行政の危機管理研修
論理的問題解決研修
ロジカルコミュニケーション研修
条例・規則づくり実践研修
話力講座
市町村アカデミー研修
NOMA 行政管理講座研修

※ 職員研修計画等に基づき、平成 19 年４月から対象者
を選定し実施しています。

※職員数は、一般職に属する職員数です。
※（　）内は、条例定数の合計です。

※基準日＝平成 21 年 11 月 1 日

13　職員の勤務成績の評定の状況
○ 職員の勤務状況を把握し、職員の能力開発及び人

事管理に係る基礎資料として活用する。

対　象　者 報　告　者

課長職（相当職を含む） 部　長

上記以外の職員 課長等

14　福利厚生の状況
福利厚生
の団体名 鹿屋市職員厚生会

福利厚生団体
の会員数

896 人
※平成 21 年 4 月現在

福利厚生
の内容

○定期健康診断（年 1 回）
○人間ドック助成
○定期健康相談（月 1 回）

1�

※ 各休暇の人数は、平成 20 年度に新たに取得した職員
数です。①接種費用の全額を一旦医療機関にお支払いください。

②接種した医療機関から、以下の書類を受領してください。
　○接種済証（１回目接種と２回目接種の別が記載されたもの）
　○領収書（１回目接種と２回目接種の別が記載されたもの）
③�３月 31 日までに、市健康増進課（市保健相談センター）へ上記書類と
接種者本人の印鑑及び振込先の預金通帳・印鑑を持参して、払い戻しの
申請を行ってください。
※詳しくは、お問い合わせください。

KANOYA  CITY
PUBLIC  RELATIONSかのや
KANOYA  CITY
PUBLIC  RELATIONSかのや
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鬼
おに

火
び

焚
た

きで今年 1年の無病息災を願う

　新春の夜空を焦がす「鬼火焚
き」が、市内の各地区で行われま
した。
　鬼火焚きは、モウソウ竹などで
組み上げたやぐらを、正月を飾っ
た「しめ縄」や「門松」などと一
緒に燃やす九州地方に昔から伝わ
る伝統行事で、今年１年の無病息
災などを祈願するものです。竹の
威勢よくはじける「パーン、パー
ン」という大きな音が邪気を払
い、その炎に暖まれば１年を健康
に過ごせると言われています。
　市内では、それぞれの町内会や
親子会などで「鬼火焚き」が行わ
れ、新春の夜空に向けて大きく燃
え上がる炎を前に、参加者全員で
今年１年間の無病などを願いまし
た。

Town  Topics
※　　　  は市旗です。市全体の話題の場合に表記しています。

　１月13日から14日にかけて、県内一
円で記録的な大雪に見舞われました。
　この大雪は、九州南部の上空1,500
ｍに、氷点下９度以下の強い寒気が流
れ込んだためで、平成17年12月以来約
４年ぶり。
　市内では、市街地などの平野部でも
積雪があったほか、有武町や小野原町、
輝北町などのいたる所で 10㎝以上の積
雪が確認され、記録的な大雪となりま
した。

　１月17日から21日ごろまで、吾
平町の肝属川と姶良川の合流地
点付近に、コブハクチョウ４羽が
飛来しました。県立博物館による
と、コブハクチョウは国内の公園
の池などで放し飼いされているも
のが多く、どこからか飛来した可
能性が高いとのこと。４羽の珍し
い来訪者は、川の流れに乗りなが
ら優雅な姿を見せ、地域住民の注
目を集めていました。

県内で4年ぶりの大雪
吾平
コブハクチョウが飛来

●鹿屋地区
　�川西町青年団、吉ケ別府自治
会、高隈中央地区子ども会育
成会、獅子目子ども会、下祓川
町内会、郷之原親子会
●吾平地区
　�鶴峰東地区子ども育成会、鶴
峰中地区子ども育成会、鶴峰
西地区子ども育成会

●輝北地区
　�浦谷地区むらづくり実行委員
会、下諏訪原地区むらづくり実
行委員会、一番郷・二番郷・愛
宕子ども会、竹下子ども会

●串良地区
　�柳谷町内会、上小原地区子供
育成会、岡崎上むらづくり推進
委員会、岡崎下むらづくり推進
委員会、城ケ崎町内会

まるで雪国のような「輝北うわば公園」

一面の銀世界となった「鳴之尾牧場」

真っ白な雪化粧をした「かのやばら園」

柳谷町内会

ま  ち  の  話  題

今年一年の安全と防災・防火を誓う

　１月６日、串良町有里の串良平和公園陸上競技場で「平成22年鹿屋市
消防出初式」が開催されました。
　消防団は、本業を持ちながら地域の安心安全を守るために活動する人
で組織される消防機関の一つで、現在961人の団員が消火活動や防災活
動に従事しています。
　当日は、市内全47分団の消防団員や大隅肝属地区消防組合職員など約
900人が参加。式では、多くの観客が見守る中、観閲や消防団員及び消防
車による分列行進、小型ポンプや消防車による消防ポンプ操法などが行
われたほか、永年にわたり消防・防災活動に尽力した消防団員や功労者
など延べ209人に表彰状の伝達と感謝状の贈呈が行われました。最後には
全員で万歳三唱をして、今年一年の安全と防災・防火を誓いました。

　１月17日、串良地区の串良・細
山田・上小原の各校区で「校区一
周駅伝大会」が開催されました。
この大会は、体力の向上と地域住
民の親睦を図ろうと毎年行われ
ているもので、串良校区に５チー
ム、細山田校区に８チーム、上小
原校区に６チームが参加。選手た
ちは、沿道から大きな声援が送ら
れる中、優勝を目指して一生懸命
に走り抜けていました。

　１月９日、市体育館で「けいこ始
め式」が開催されました。
　これは、新年を迎え、新たな気
持ちでスポーツに取り組もうと毎
年行われているもの。当日は、市体
育協会に加盟する29の競技団体か
ら633人が参加し、昨年功績のあっ
た３団体と15の個人が表彰されま
した。その後、参加者は各練習場
に移動してけいこ始めを行い、さ
わやかな汗を流していました。

　１月７日、輝北コミュニティセン
ターで、４小学校区合同の「校区合
同七草祝い」が開催されました。
　これは、輝北地区の小学校へ
入学する子どもたちの健やかな成
長を願って毎年行われているもの
で、華やかな衣装を身にまとった
子どもたち28人が参加。当日は、
記念品贈呈や絵本の読み聞かせな
どが行われ、子どもたちが元気に
成長してくれることを願いました。

串良 輝北校区一周駅伝大会で
健脚を競う

4小学校区が合同で
七草祝い

輝北町つわぶき婦人防火クラブの操法披露

吾平方面隊による消防ポンプ操法披露

消防車による分列行進山下市長による観閲

気持ちを新たに
けいこ始め

KANOYA  CITY
PUBLIC  RELATIONSかのや
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Town  Topics
※　　　  は市旗です。市全体の話題の場合に表記しています。

　１月30日・31日の２日間、串良総合支所周辺の道
路約１㎞を歩行者天国にして「くしら二十三や市」
が開催されました。
　この二十三や市は、江戸時代後期に正月用品の
物々交換の場として始まったとされています。会場
では、植木や春物の花木、刃物、陶器、衣類などが
販売され、朝早くから品定めをする多くの買い物客
でにぎわいました。また、剣道大会や消防音楽隊パ
レードのほか、保育園児による太鼓演奏やマーチン
グ、猿廻しショーなども行われ、伝統ある行事を盛
り上げました。

　１月17日、旧串良総合支所跡地
に建設するあずま屋の上棟式が行
われました。これは、旧串良総合支
所の跡地を有効利用するために、
多目的駐車場と一体となって建設
されるもので、屋根裏の野地板に
は、地域の小学生などが思いを
綴ったメッセージが書き込まれて
います。当日は、多くの地域住民が
集まって餅まきが行われたほか、
ぜんざいも振る舞われました。

　１月10日、市体育館で「第18回
なわとびチャンピオン大会」が開
催されました。
　当日は、市内の小学校11校から
４～６年生415人が参加。１回旋
跳び、２回旋跳び、交差跳びで跳
び続けた時間を男女別に競う個人
戦や、長縄10人跳びで跳んだ回
数を競う団体戦が行われ、子ども
たちは、優勝を目指してリズム良
く軽快に跳んでいました。

　１月30日から２月12日まで、鹿
児島空港で「紅はるかフェスタin
鹿児島空港」が開催されました。
　これは、青果用さつまいもの有
望品種である鹿屋産「紅はるか」
と「ばらのまち鹿屋」をＰＲしよ
うと行われたもの。期間中は、紅
はるかの焼き芋試食会や販売な
どが行われたほか、かのやばら園
のＰＲなども行われ、空港を利用
する多くの人でにぎわいました。

　８月に宮崎県小林市で行われる
「第34回全国高等学校総合文化祭
郷土芸能部門」に出場する鹿屋農
業高校和太鼓部が、１月19日、市
役所を表敬訪問しました。
　この文化祭は、「文化部のイン
ターハイ」とも呼ばれており、全
24部門に全国から約２万人の高校
生が出場します。生徒たちは「鹿
屋をＰＲできるように頑張りま
す」と抱負を話してくれました。

鹿屋和太鼓で全国高等学校
総合文化祭に出場

串良

串良旧串良総合支所跡地で
あずま屋の上棟式

春の訪れを告げる「くしら二十三や市」

鹿児島空港で
紅はるかをPR

ま  ち  の  話  題

　１月18日、鹿児島市に本社を持
つ株式会社ハイパーソフトと鹿屋
市の立地協定調印式が、市役所で
行われました。同社は、システム
開発などを行う会社として平成６
年に創業。今回、川西町に研究開
発センター（仮称）の設立を決定
し、10月に操業開始の予定です。
当初10人の新規雇用を予定してお
り、地域経済の発展に大きく貢献
することが期待されています。

　１月31日、リナシティかのやで、
国際理解イベント「世界の遊び」
が開催されました。
　これは、市民と県内在住外国人
が世界７か国の遊びなどを通して
交流し、国際理解を図ることを目
的に行われたもの。当日は、親子
連れや子どもたちなど約100人が参
加し、世界各国で親しまれている
様々な遊びを体験しながら、楽し
そうに交流を図っていました。

　１月30日、リナシティかのやで
「県民公開講座」が開催されまし
た。これは、食習慣や運動習慣を
見直して健康寿命を延ばそうと行
われたもので、約250人が参加。
　当日は、「健康づくりとしての
スポーツ栄養」と題した講演など
が行われたほか、参加者と講師
の意見交換会が行われ、参加者
は、真剣な眼差しで講師の話に耳
を傾けていました。

　１月30日、霧島ヶ丘公園ピク
ニック広場で「平成21年度肝属地
区植樹祭」が開催されました。
　この植樹祭は、肝属地区の各
市町で毎年行われているもので、
今年は鹿屋市で開催。当日は、約
350人が参加し、キジの放鳥や各
市町の首長などによる代表植樹、
緑の少年団や林業関係者による
一般植樹が行われ、0.85haに桜の
苗木150本が植栽されました。

鹿屋
世界の遊びを体験

　１月９日・10日の２日間、吾平町麓の吾平町商店街
約300mを歩行者天国にして「名物あいら木市祭」が
開催されました。
　吾平地区の冬の風物詩として、また、県内で一番
早い木市として有名なあいら木市祭は、商店街の活
性化と地域振興を目的に毎年行われているもの。通り
には、地元商店街や市内外から約100店舗が出店し、
植木や苗木、刃物類、地元加工グループの手作り加
工品などが販売されたほか、たまごのつかみどり大会
や歌謡ショー、お楽しみ抽選会なども行われ、市内外
から訪れた多くの買い物客でにぎわいました。

吾平
冬の風物詩「名物あいら木市祭」株式会社ハイパーソフト

と立地協定を締結

肝属地区植樹祭を開催ストップ・ザ・メタボ
で健康づくり

たまごのつかみどり大会猿廻しショー

優勝を目指して
なわとび大会

KANOYA  CITY
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Information

●日　　時　４月 10 日（土）午後～
●場　　所　海上自衛隊鹿屋航空基地
●搭乗機種及び搭乗人員
　Ｐ－３Ｃ （哨戒機）  約 140 人
　ＵＨ - 60Ｊ （救難用ヘリコプター） 約   30 人
　ＯＨ - ６Ｄ （教育用ヘリコプター） 約   30 人
●搭乗資格
　小学４年生以上で健康状態に問題のない人
※小学生は保護者（１人）の同伴が必要です。
●応募方法
　１機種につき１人１枚とし、必ず往復ハガキでご応

募ください。
●応募期限　３月 10 日（水）※当日消印有効
●抽選結果　
　３月下旬までに返信用ハガキでお知らせします。

注意事項
○小学生については、保護者同伴となりますので、搭乗申込欄には

保護者及び子どもの２人分を記入してください。子どもだけの応
募は無効となります。

○すべての事項について、記入してください。記入漏れ又は誤りが
あると無効になります。なお、該当しない場合は「該当なし」と
記入してください。

○当選者は、搭乗誓約書に署名・押印をいただけないと搭乗できま
せん。誓約書の内容に同意のうえ、ご応募ください。

※主な誓約の内容＝搭乗及び飛行に生じた不慮の事故に関しては、
一切私自身の責任であり主催者へはご迷惑をお掛けしません。

○体験搭乗は、天候不良、その他の理由により中止せざるを得ない
場合があることをご了承ください。

○応募者の個人情報は、体験搭乗に係る事務以外には一切使用しま
せん。

【問い合わせ・応募先】
　〒 893-0005　鹿屋市共栄町 17 番 23 号２階
　かのやイベント協議会
　☎・FAX　0994-42-6690

エアーメモリアル inかのや
2010

搭乗申込
①現住所（郵便番号）
②氏名（ふりがな）
③年齢・生年月日
　（平成 22 年４月 10 日現在）
④血液型
⑤本籍（都道府県のみ）
⑥職業・職務内容
　（詳しく書いてください）
⑦会社名・学校名
⑧役職又は学年
⑨応募者の連絡先（電話番号）
⑩ 20 歳未満の人は保護者名
⑪搭乗希望機種（１機種）

白紙
（何も記入しない）

●
往
信
用
（
裏
）

●
返
信
用
（
裏
）

応
募
ハ
ガ
キ
の
記
入
方
法

鹿屋市共栄町 17 番 23 号 2 階
かのやイベント協議会 行

〒 郵便番号
応募者の現住所

氏　　　名

●
往
信
用
（
表
）

●
返
信
用
（
表
）

8 9 3 0 0 0 5

　「エアーメモリアル in かのや」への模擬店の
出店者を募集します。出店希望者は、出店要項
等を送付しますので、お問い合わせください。
●出店日時　４月 11 日（日）
　　　　　　９時～ 14 時 30 分
●出店場所　海上自衛隊鹿屋航空基地
　　　　　　１ビル庁舎前広場
●出店料等

●応募期限　３月５日（金）※必着
●説明会日程　
　○日時　３月 25 日（木）13 時 30 分～
　○場所　鹿屋商工会議所
注意事項
○ 天候不良、その他の理由により延期又は中止せざるを得な

い場合があります。
○アルコール類及び風船の販売はできません。

業種 販売面積
（㎡）

出店料 募集
店数基準 大隅半島

４市５町
一般食料品 3.6 × 3.6 60,000 円 50,000 円 50 店

飲料・物品 3.6 × 3.6 25,000 円 20,000 円 50 店

※ 出店料は、下記のとおり開催する説明会終了後に徴収し
ます。

※ 出店料以外に電気代（3,000 円〜 5,000 円）を当日徴収し
ます。

広
報
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

　

市
で
は
、
毎
月
２
回
発
行
し

て
い
る
「
広
報
か
の
や
」
に
関

し
て
貴
重
な
ご
意
見
・
ご
要
望

な
ど
を
寄
せ
て
い
た
だ
け
る
広

報
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

● 

任
期
＝
平
成
22
年
度
～
平
成

23
年
度
（
２
年
）

● 
応
募
資
格
＝
20
歳
以
上
の
人

な
ら
ど
な
た
で
も
ご
応
募
で

き
ま
す
。

●
募
集
人
員
＝
10
人

● 

応
募
方
法
＝
電
話
で
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

●
応
募
期
限
＝
３
月
12
日（
金
）

※ 

年
に
１
回
、
広
報
モ
ニ
タ
ー

会
議
を
開
催
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

　

市
秘
書
広
報
課
（
３
階
）

　

☎
０
９
９
４-

31-

１
１
２
３

肝
臓
機
能
障
害
に
よ
る
身

体
障
害
認
定
の
申
請
を
受

け
付
け
て
い
ま
す

　

４
月
１
日
（
木
）
か
ら
、
肝

臓
機
能
障
害
に
よ
る
身
体
障
害

者
手
帳
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
に

伴
い
、
現
在
、
認
定
の
申
請
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
対
象
者

○
認
定
基
準
に
該
当
す
る
肝
臓

機
能
障
害
の
あ
る
人

○
肝
臓
移
植
を
受
け
、
抗
免
疫

療
法
を
実
施
し
て
い
る
人

※
詳
し
く
は
、
か
か
り
つ
け
の

医
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
申
請
に
必
要
な
も
の
＝
申
請

書
、
診
断
書
、
写
真
（
縦
４

㎝ 

×
横
３
㎝ 

）、
印
鑑
（
認

め
印
可
）

※
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち

の
人
は
、
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

●
申
請
方
法
＝
必
要
書
類
を
添

え
て
、
直
接
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先
】

　

市
福
祉
政
策
課

　
（
１
階
⑲
番
窓
口
）

　

☎
０
９
９
４-

43-

２
１
１
１

　

内
線
３
１
３
３
・
３
１
３
４

　

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

募
集
・
申
請

情報掲示板

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10111213
14151617181920
21222324252627
28293031　 　 　

2010　3月

●応募資格
　① 能力があるにもかかわらず、経済的理由により修

学困難であること
　②保護者が市内に 3 年以上在住していること
●貸与額

●返還期間　 奨学資金貸与終了１年後から５年以内で
返還（無利子）

●応募方法　 申請書を記入のうえ、必要書類を添えて
直接持参又は送付してください。　

【問い合わせ・応募先】
　〒 893-8501 鹿屋市共栄町 20 番１号　市学校教育課（６階）   ☎ 0994-31-1137　各教育支所教育課

区　分 貸与額（月額）
高校及び高等専門学校（1 〜 3 年） 12,000 円
大学（短大）及び
高等専門学校（４・５年） 30,000 円

専修学校専門課程 30,000 円

※詳しくは、お問い合わせください。

●必要書類
　①奨学資金貸与申請書（連帯保証人が２人必要）
　②各連帯保証人の印鑑登録証明書
　③成績証明書（卒業校のもので全学年分）
　④学校からの推薦書（卒業校のもの）
　⑤ 合格通知書の写し（入学予定校のもの。また、中

途希望者は学年の分かる在学証明書）
　⑥ 鹿屋市外に居住する連帯保証人については、その

連帯保証人の所得証明書
※奨学資金貸与申請書は、市学校教育課、各教育支所

教育課及び市内各中・高等学校にあります。
●応募期間　３月１日（月）～４月７日（水）※必着

平成22年度 鹿屋市奨学生を募集平成22年度 鹿屋市奨学生を募集

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10111213
14151617181920
21222324252627
28

2010　2月

体験搭乗の様子

模擬店会場の様子

模擬店を募集模擬店を募集体験搭乗者を募集体験搭乗者を募集

KANOYA  CITY
PUBLIC  RELATIONSかのや



�0�1

新
刊
図
書
の
案
内

市
立
図
書
館

☎
０
９
９
４
─43
─９
３
８
０

ブ
ラ
ッ
ク
・
ロ
ー
ズ　

新
堂
冬
樹
著

親
鸞
（
上
・
下
）　　
　

五
木
寛
之
著

兇
弾　
　
　
　
　
　
　
　

逢
坂
剛
著

私
の
家
で
は
何
も
起
こ
ら
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

恩
田
陸
著

わ
た
し
の
節
約
ノ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
ふ
み
こ
著

鹿
児
島
も
の
知
り
ク
イ
ズ
３
５
０
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　

蔵
満
逸
司
著

シ
ャ
ボ
ン
玉
同
盟　

梨
屋
ア
リ
エ
著

卒
業
の
歌
～
ぼ
く
た
ち
の
挑
戦
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
田
有
明
著

ぞ
う
の
は
な
は
な
ぜ
な
が
い

　
　

ラ
ド
ヤ
ー
ド
・
キ
プ
リ
ン
グ
作

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　

吾
平
振
興
会
館
図
書
室

☎
０
９
９
４
─58
─６
０
３
６

再
生　
　
　
　
　
　
　

石
田
衣
良
著

風
の
歌
を
聴
き
な
が
ら

　
　
　
　
　
　
　

東
瀬
戸
サ
ダ
エ
著

し
が
み
つ
か
な
い
生
き
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　

香
山
リ
カ
著

告
白
的　

恋
愛
論　
　

渡
辺
淳
一
著

く
ら
べ
る
図
鑑　
　
　

加
藤
由
子
監

１
０
０
か
い
だ
て
の
い
え

　
　
　
　
　
　
　

い
わ
い
と
し
お
作

へ
ん
し
ん
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
　
　
　
　
　

あ
き
や
ま
た
だ
し
作

ア
バ
タ
ー　
　
　
　
　

山
田
悠
介
著

輝
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
図
書
室

☎
０
９
９
─４
８
６
─０
５
０
５

い
の
ち
の
バ
ト
ン　

97
歳
の
ぼ
く
か

ら
君
た
ち
へ　
　
　

日
野
原
重
明
著

１
Ｑ
84　
　
　
　
　
　

村
上
春
樹
著

決
定
版
３
６
５
日
使
え
る
！
中
高
生

の
お
弁
当　
　
　
　
　

大
庭
英
子
著

時
間
を
ま
き
も
ど
せ
！

　
　

ナ
ン
シ
ー
・
エ
チ
メ
ン
デ
ィ
作

ひ
ら
が
な
だ
い
ぼ
う
け
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

宮
下
す
ず
か
作

お
こ
だ
で
ま
せ
ん
よ
う
に

　
　
　
　
　

く
す
の
き
し
げ
の
り
作

串
良
公
民
館
図
書
室

☎
０
９
９
４
─63
─２
６
２
３

子
ど
も
の
脳
に
い
い
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
昭
平
著

世
界
一
の
美
女
に
な
る
ダ
イ
エ
ッ
ト

　
　
　
　

エ
リ
カ
・
ア
ン
ギ
ャ
ル
著

ふ
ま
じ
め
介
護　
　
　

田
辺
鶴
瑛
著

こ
と
づ
て　
　
　
　
　
　

永
六
輔
編

６
わ
の
か
ら
す

　
　
　
　
　
　

レ
オ
・
レ
オ
ー
ニ
作

パ
パ
は
ウ
ル
ト
ラ
セ
ブ
ン

　
　
　
　
　
　

み
や
に
し
た
つ
や
作

の
ろ
わ
れ
た
コ
イ
ン
・
ゲ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
暮
正
夫
編

１月の鹿屋市地区別子牛のせり市結果（売却のみ） 消費税抜価格
地区名 性別  頭数（頭） 平均価格（円） 最高価格（円） 最低価格（円） 平均体重（kg）

鹿屋地区
めす 139 289,662 721,000 107,000 261
去勢 185 360,422 683,000 129,000 299

吾平地区
めす 39 313,436 660,000 155,000 266
去勢 55 373,909 606,000 190,000 304

串良地区
めす 194 302,619 663,000 77,000 259
去勢 261 365,123 578,000 87,000 290

輝北地区
めす 72 301,181 521,000 152,000 270
去勢 105 413,086 600,000 181,000 306

肥
満
予
防
講
演
会
を
開
催

　

お
な
か
周
り
が
気
に
な
る
人

や
健
診
で
指
導
さ
れ
た
人
な

ど
、
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時
＝
３
月
10
日
（
水
）　

13
時
30
分
～
15
時

※
13
時
か
ら
受
付

●
場
所
＝
市
役
所
７
階
大
会
議

室
●
講
演

　

演
題
＝
楽
し
く
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
予
防
生
活
！

　

講
師
＝
吉
武 

裕 

氏

　
（
鹿
屋
体
育
大
学
教
授
）

●
入
場
料
＝
無
料

※
当
日
は
、
希
望
者
に
相
談
会

や
体
脂
肪
・
腹
囲
測
定
を
行

い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】　

市
健
康
増
進
課

☎
０
９
９
４-

41-

２
１
１
０

平
成　

年
度
串
良
平
和
公

園
体
育
施
設
の
予
約
を
受

け
付
け
ま
す

　

５
月
か
ら
平
成
23
年
２
月
ま

で
に
、
串
良
平
和
ア
リ
ー
ナ
・

多
目
的
野
球
場
・
屋
外
テ
ニ
ス

場
・
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
で
、

大
会
の
開
催
を
予
定
し
て
い
る

団
体
な
ど
の
予
約
を
受
け
付
け

ま
す
。

　

な
お
、
開
催
日
が
他
の
団
体

と
重
な
っ
た
場
合
は
、
当
事
者

間
で
の
話
し
合
い
又
は
抽
選
と

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
４
月
１
日
以
降
に
施

設
で
の
大
会
の
予
約
を
申
し
込

む
場
合
は
受
付
順
に
決
定
し
ま

す
。

●
受
付
期
間
＝
３
月
１
日（
月
）

～
12
日
（
金
）

●
受
付
時
間
＝
８
時
30
分
～
17

時
※
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
施
設
の
予
約
申
込
み
が
で
き

な
い
日
も
あ
り
ま
す
。

※
大
会
以
外
の
練
習
等
の
予
約

受
付
は
従
来
ど
お
り
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

串
良
平
和
ア
リ
ー
ナ

☎
０
９
９
４-

31-

４
５
０
０

Information

22

●
対
象
者
＝
在
宅
で
高
齢
者
を

介
護
し
て
い
る
介
護
者

●
定
員
＝
10
人
程
度

●
参
加
料
＝
無
料

●
応
募
方
法
＝
電
話
で
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

●
応
募
期
限
＝
２
月
25
日（
木
）

【
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

市
西
部
地
区
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
４-

40-

９
８
５
５

平
成
　
年
度
の
行
政
評
価

（
事
務
事
業
評
価
）
の
結
果

を
公
表
し
て
い
ま
す

　

市
で
は
、
平
成
20
年
度
に
実

施
し
た
事
務
事
業
を
対
象
に
、

行
政
評
価
を
行
い
、
そ
の
結
果

を
公
表
し
て
い
ま
す
。

●
公
表
場
所

○
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

○
情
報
公
開
室

●
公
表
内
容

○ 

平
成
21
年
度
行
政
評
価
結
果

報
告
書

○
事
務
事
業
評
価
シ
ー
ト

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
企
画
調
整
課
（
３
階
）

　

☎
０
９
９
４-

31-

１
１
２
５

か
の
や
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
平
成　

年
度
会
員

を
募
集

　

ス
ポ
ー
ツ
を
親
し
み
、
愛
好

す
る
人
が
い
つ
で
も
、
ど
こ
で

も
、
好
き
な
レ
ベ
ル
で
ス
ポ
ー

ツ
を
楽
し
め
る
よ
う
に
活
動
し

て
い
る「
か
の
や
健
康
・
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
」
で
は
、
平
成
22
年

度
の
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

会
員
に
な
る
と
17
種
目
30

コ
ー
ス
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
参

加
で
き
ま
す
。

●
種
目
＝
ソ
フ
ト
エ
ア
ロ
ビ
ク

ス
、
３
Ｂ
体
操
、
ボ
ク
サ
サ

イ
ズ
、
ヨ
ガ
、
ジ
ュ
ニ
ア
バ

ス
ケ
ッ
ト
な
ど
17
種
目
30

コ
ー
ス

●
対
象
者
＝
ど
な
た
で
も
会
員

に
な
れ
ま
す
。

●
年
会
費

　

中
学
生
以
下
及
び
65
歳
以
上

　
　
　
　

＝
２
，
１
０
０
円

　

高
校
生
以
上
64
歳
以
下

　
　
　
　
　

＝
３
，
１
０
０
円

○
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
人

　

中
学
生
以
下　

＝
６
０
０
円

　

高
校
生
以
上

　
　
　
　
　

＝
１
，
６
０
０
円

※
年
会
費
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
安

全
保
険
料
も
含
ま
れ
ま
す
。

※
年
度
途
中
で
加
入
し
た
場
合

も
同
額
で
す
。

※
年
会
費
の
他
に
月
会
費
の
必

要
な
種
目
が
あ
り
ま
す
。

●
応
募
方
法
＝
年
会
費
を
直
接

持
参
し
て
ご
応
募
く
だ
さ

い
。

●
応
募
期
間
＝
３
月
１
日（
月
）

～
平
成
23
年
３
月
31
日（
木
）

※
受
付
は
平
日
の
９
時
～
17
時

【
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
の
や
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康
・

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
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ナ
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ィ
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や
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階
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介
護
者
の
つ
ど
い
「
ほ
っ

と
会
」
の
参
加
者
を
募
集

　

介
護
に
つ
い
て
の
悩
み
を
持

つ
人
が
集
う
「
ほ
っ
と
会
」
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
日
時
＝
３
月
３
日
（
水
）　

10
時
～
12
時

●
場
所
＝
リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や

２
階
芸
術
文
化
学
習
プ
ラ
ザ

和
室

情報掲示板

　市では、地球温暖化対策として、自動車使用から自転車使用への転換を促進するとともに、市民の健康増
進を推進するため、電動アシスト自転車の購入補助を行っています。ぜひ、ご利用ください。

●補助対象者＝以下の全ての要件を満たす人
①電動アシスト自転車を購入した日及び補助金交付申

請をした日に市内に住所を有し、居住している人
②市税を滞納していない人
③大型自動車免許、中型自動車免許又は普通自動車免

許を有していること　
④平成 21 年 10 月 1 日以降、市内に所在する店舗で

ＴＳマークが貼付されている電動アシスト自転車を
購入した人

●補助額＝１台あたり１万５千円
※１世帯につき１台限り

【問い合わせ・申請先】　市生活環境課　☎ 0994-31-1115

●補助件数＝概ね 60 台
●申請期限＝３月 31 日（水）
※ただし、購入日から 60 日以内
●申請に必要な書類
①交付申請書
②自動車運転免許証の写し
③電動アシスト自転車の保証書の原本及び写し
④電動アシスト自転車の領収書の原本及び写し
⑤ＴＳマークの番号が確認できるもの
⑥市税の滞納がない旨の証明書
⑦申請人名義の預金通帳及び印鑑（認め印可）
※原本については、申請時に確認のうえ、その場で返

却します。

電動アシスト自転車の購入補助を行っています

お
知
ら
せ
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ソフトエアロビクス教室
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●
日
時
＝
２
月
28
日
（
日
）　
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時
～

●
入
場
料
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０
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高
校
生
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３
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０
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親　

子　
　

＝
７
０
０
円
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●
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３
月
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入
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＝
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わ
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月　日 医 療 機 関 住　所 電話（0994）
２月 14 日 西の原歯科 打馬１丁目 40-4180

21 日 根木原歯科 札元１丁目 41-0750
28 日 おにがはら歯科医院 寿２丁目 40-3340

３月７日 重久歯科医院 向江町 42-4470
14 日 とおや治歯科クリニック 寿１丁目 40-1811
21 日 はしき歯科医院 寿７丁目 40-4184

■テレホンガイドかのや　☎０９９４-４２-４０００
　（平日） イベント等を案内
　（休日） 休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医を案内
■大隅肝属地区消防組合テレホンサービス　☎０９９４-４３-０１１９
　（平日） 午後５時から夜間当番医を案内
　　　　　※ただし、火災発生時は一時火災情報に変わります。
　（休日） 休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医を案内

２月・３月の休日救急当番医

◇鹿屋市歯科医師会　診療時間　午前９時～午後３時

２月・３月の歯科休日急患在宅医

※ 休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医は、変更になるこ
とがあります。各医療機関にご確認のうえ、受診してくだ
さい。

※ 休日救急当番医の診療は、急病に対する応急処置ですので、
翌日はかかりつけの医師などの診療を受けてください。原
則として、投薬期間は通常１日分とします。

◇肝属東部医師会　　診療時間　午前９時～午後５時
月　日 医 療 機 関 住　所 電話（0994）

２月 14 日
小浜クリニック 吾平町上名 58-6025
新中須医院 東串良町池之原 63-2010

21 日
入佐内科 吾平町麓 58-7006
宮地胃腸科外科 串良町岡崎 63-5040

28 日
高山胃腸科外科 肝付町前田 65-7171
田中医院 串良町岡崎 63-2045

３月７日
春陽会中央病院 肝付町新富 65-1170
内村産婦人科 串良町岡崎 63-2521

14 日
山内クリニック 肝付町前田 65-8181
山路医院 東串良町池之原 63-2134

21 日
上園醫院 肝付町前田 65-0921
児玉医院 東串良町川東 63-8522

◇鹿屋市医師会　　診療時間　午前８時30分～午後６時
月　日 医 療 機 関 住　所 電　話

２月 14 日
　  浜崎クリニック 向江町 43-3305
　  まつだこどもクリニック 西原２丁目 52-0507
　  大隅鹿屋病院 新川町 40-1111

21 日
　  長﨑内科 笠之原町 43-2195
　  おひさまこどもクリニック 新川町 42-7822
　  よしどめ整形外科 川西町 31-1700

28 日
　  みやぞのクリニック 田崎町 40-4600
　  やのファミリークリニック 寿４丁目 43-6248
　  そえじまクリニック 旭原町 41-6800

３月７日
　  幸田内科 寿４丁目 43-5000
　  えとう小児科 札元２丁目 40-3700
　  かのや東病院 笠之原町 42-3111

14 日
　  伊東クリニック 札元２丁目 43-3500
　  こだま小児科 笠之原町 41-5111
　  鮫島整形外科病院 寿１丁目 43-2535

21 日
　  吉重内科消化器科 西大手町 41-3100
　  おひさまこどもクリニック 新川町 42-7822
　  たんぽぽクリニック 川西町 42-6778

…内科　　　…小児科　　　 …外科内○ ○外○小

内○

○外
○小

内○

○外
○小

内○

○外
○小

内○

○外
○小

内○

○外
○小

内○

○外
○小

文
化
会
館
の
催
し
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　平成 21 年は、県下で交通死亡事故が多発し、対
前年比で 13 人増加の 101 人が亡くなりました。そ
の中でも鹿屋警察署管内（鹿屋市・垂水市）は、対
前年比 15 人増加の 19 人が犠牲となり、県下で最
も死亡事故の多い地域となりました。
　死亡事故の原因としては、脇見や漫然運転、交差
点での安全不確認などがあげられ、その多くは運転
者のちょっとした油断や不注意によるものです。
　また、死亡事故の中にはシートベルトやチャイル
ドシートを着用していれば死亡しなかったと思われ
る事故も見受けられました。
　また、死亡事故の犠牲者の半数以上は 65 歳以上
の高齢者が占め、夜間や歩行中に多く発生しました。
　夜間外出する際には、自分の存在を目立たせる夜
光反射材を着用したり、左右の安全確認を十分行っ
てから道路を横断するなど、歩行者も交通安全に心
がけてください。

【問い合わせ】鹿屋警察署交通課 ☎ 0994-44-0110

鹿屋警察署管内で

　　交通事故多発

取得へ! 学科会場：西原地区学習センター実技会場：古江港

マリンスクール鹿屋海技
実
技

学
科

2 0 t 未 満  
距離無制限

試験免除

実技講習は
ありません。

水上バイク
（特殊小型）免許

1級1級  へステップアップ（旧4級、2級を持っている方）

〒893-0064 鹿児島県鹿屋市西原 2-11-11
TEL.0994-43-2853  FAX.0994-43-5987

詳しくはお電話下さい
TEL.43-2853

詳しくはお電話下さい
TEL.43-2853

船舶免許更新・失効講習会
　　　　　　　　　　　　会場：西原地区学習センター

進級
コース 44,000円

74,600円

1級 148,200円
20t未満
距離 無制限

20t未満
距離 ５海里

学
科
学
科

昼1:00～
　夜9:00

夕6:00～3/ 6 ㊏・7㊐

3/ 6㊏・7㊐
3/13㊏・14㊐

124,700円2級
コース

コ ー ス

代表　重信 良広

1級・2級1級・2級 水上バイク
（特殊小型）
水上バイク
（特殊小型）

3/14㊐ 電話にて
日程を確認
ください。

＊写真2枚
 （パスポートサイズ）
＊船舶免許朝10：00～11：00

学
科

の日中
 2時間

船舶免許船舶免許

昼1:00～
　夜7:00

土

日

夕6:00～土

昼1:00～
　夜9:00日

実技含めて
4日間で
取得!!

3/13㊏・14㊐
夕6:00～土 昼1:00～

　夜9:00日

3/ 6㊏
3/ 7㊐

2時間
取得!!
2時間
取得!!

実技含めて
4日間で
取得!!

実技含めて
土・日で取

得!!実技含めて
土・日で取

得!!

㈱エー・ジェー・シー鹿屋支社
鹿屋市白崎町4-1プラッセだいわ鹿屋店1階

TEL:0994-45-5544　営業時間 : 年中無休10時～20時

豊富な品揃え展示中　中古パソコン 19,800円より

新品 プリンタ 周辺機器
◎全商品動作チェック済み ◎是非、ご来店を!見て、触れて、体験 !

リサ　プライス
中古

@

@@

新小・中学生制服注文承り中！ 

いけのうえ 
鹿屋市向江町８-３　☎ 42-2191　　　0120-80-7777 

学生服・セーラー服の 
市内各小・中学校標準服取扱店 

富士ヨット学生服 
カンコー学生服 

鹿銀 ↑
至 

西
原 

至 

寿
↓ 

↑
至 

高
隈 

至 

市
役
所
↓ 

さ
つ
ま
七
十
七
萬
石 

いけのうえ 

ピット88 
駐車場 

※ピット88駐車場の 
　無料券あります。 

アーケード 

今春の小・中学生制服の
採寸特価セール実施中！！
お早めにご来店ください。

�� KANOYA  CITY
PUBLIC  RELATIONSかのや

　このコーナーは、各事業所の広告を掲
載し、地域活性化と市民の皆さんへの
情報提供を目的としたものです。
　また、市の自主財源確保の一環として
行われるものです。

【広告の申し込み・問い合わせ先】
㈱新生社印刷  ☎ 0994-43-2238

　
　



今月の表紙

鹿屋市ホームページ
http://www.e-kanoya.net/

吾平総合支所 吾平町麓 3317 番地 ☎ 0994-58-7111
輝北総合支所 輝北町上百引 3914 番地ロ ☎ 099-486-1111
串良総合支所 串良町岡崎 2081 番地 ☎ 0994-63-3111

　 　　  平成 22 年２月 12 日発行　No.099
　　　発行／ 鹿屋市役所　　編集／ 総務部秘書広報課

〒 893-8501 鹿屋市共栄町 20 番 1 号
　　　　　　  ☎ 0994-43-2111

No.50

探
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広報かのや　
人口と世帯数

平成 22 年１月１日現在

対前月比
総　数 105,026 人　 （＋ 79）

男 49,792 人　 （＋ 52）
女 55,234 人　 （＋ 27）

世帯数 45,201 世帯 （＋ 11）

面　積　448.33 ㎢

市の花「ばら」

　

吾
平
町
中
福
良
の
八
幡
神
社
境
内
に
あ
る
田

の
神
像
は
、
頭
か
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背
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シ
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ぶ
り
、
大
き
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長
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紐
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帯
を
た
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て
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ま
す
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に
置
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、
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肩
の
紐
に
は
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ラ
ヅ
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（
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ら
で

作
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み
）
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、
そ
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に
メ
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ゲ
が
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あ
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の
中
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で
、
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蒔
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れ
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ま
す
。

　

こ
の
よ
う
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っ
た
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し
く
、
昭
和
60
年
8
月
21
日
に
旧

吾
平
町
の
指
定
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と
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ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
文
化
課

　

☎
０
９
９
４

−

31

−

１
１
６
７

鹿 屋 市 ラ ジ オ 広 報 番 組
「かのや市政インフォメーション」

　市では、イベント情報、市の
施策等を紹介するラジオ広報番
組を放送しています。

 ●放 送 局＝ＦＭかのや
 　　　　　   （77.2ＭＨｚ）
 ●放送時間＝概ね８時５分～

 　　　　　　概ね16時５分～

 ●放 送 日＝毎週月曜日から

 　　　　　　金曜日（祝日を除く）

　「みんな元気」は、子どもはもち
ろん、高齢者やグループ、同好会な
どの皆さんを掲載するコーナーです。
　皆さんの元気いっぱいの写真を広
報紙に掲載してみませんか。詳しく
は、秘書広報課（☎ 0994-31-1123）
までご連絡ください！

吾平町

㊨岩上     連
れ ん

太
た

朗
ろ う

くん（5 歳） 

㊧　　     帆
ほ の か

乃佳ちゃん（2 歳） 
輝北町上百引

明るく、元気に、すくすく育ってね。
（父・母）

吾平総合支所

至  吾平山上陵

至  錦江町

姶
良
川

八幡神社

鶴峰小

吾平中

玉泉寺公園ルミエール
肝付あいら

㊧豊村     友
ゆ た か

崇くん（7 歳） 

㊨　　     心
こ こ え

瑛ちゃん（3 歳） 
西祓川町

兄妹仲良く、元気で素直な子に育っ
てね。（祖父母より）

　１月 10 日、市文化会館で平
成 22 年鹿屋市成人式が行わ
れ、会場は、羽織はかま姿や
振りそで姿の新成人であふれ、
華やかな雰囲気に包まれまし
た。
　会場の周辺では、中学校や
高校の同級生や仲間と久しぶ
りに再会。新成人たちは、友
達を見つけると自然と笑顔が
こぼれ、記念写真を撮影した
り時間を忘れて語り合うなど
して、一生に一度の成人式を
楽しんでいました。

（関連記事 P6・P7）

八
幡
神
社
の
田
の
神

福田　陽
は る き

輝くん（1 歳）     串良町有里
風邪を引かずに明るく元気に育っ
てね。（パパ・ママ）

㊨森     太
た い ち

一くん（4 歳） 

㊧　　琥
こ な ん

南くん（1 歳）   串良町岡崎
仲良し兄弟。すくすく元気に育ってね !

（父・母）


